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ちで最も新 しいものと言ってよいだろう｡ ｢新 しい｣
と言 うのは,ただ時間的に新 しいと言 うだけではなく
て,そこに用いられている方法論に関しても言えるこ
とであって,これが最も重要な点である｡すなわち,
東南 アジアの言語に関する将来の比較研究と言うの
は,同系統ではなかろうかと思われる言語から単語を
ひろい集めて,似た様な形のものをつき合まっせるに過
ぎないという傾向が,多少 ともあったL,これに対し
て,本書では,ただ似た単語のつき合わせと言 うので
はなく,整然とした理論に基づいていると言える｡赤
書が1962年に Cornell大学に捉出された doctoraldis-
sertationである点から現在の アメリカにおける東南
アジアの言語の比較研究の動向あるいは水準をある程
度しめすものと見てよいだろうO
著者は,1953年に初めてタイ同に来て以来のベ10年
閥を現地ですごしてお り,現在はバ ンコ､/クにある
AmericanUniversityAlumniの StafLinguistsの
1人であるC一四二二の地域の言語を取 りあげて研究す
ると言 うだけではなく,一般的な言 語理論をも研究し
ており,自分の展開した理論を具体的な言語の研究に
応用していると言えるc Lかし,今までに発表した論
文 ･書物の類は,本書以外にはほとんどな く,私の知
る限 りでは,UniversityofFineArtscT)Journalに
発表された論文が 1つあるだけである｡ この論文は,
現在/ミンコ､ソク平野を中心とLて詰されているタイ国
号一部方言は, RanlKhamhaeng壬碑文に代表される
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